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小脇外科，小児泌尿器疾想の治療に
締びxつける〃像診断_私はこうしている
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特集を企画するにあたって

小林弘幸
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今''１|は．小児ﾀﾄﾄﾞ:}、小ﾘと泌ﾙ1(器疾忠の治療に

紙びつけるl11Iil蝋1沙Wrの1,A近の進歩とlUWllについ

て－私はこうしている－ということで行分り１で

ご経験の多い光ﾉﾋｶﾞに論じて頂くこととした．

テーマとしては，１）鋤Ⅱ:-11胚腔銃illilﾘﾉ|〈紬11リ

フルスルーにおける術''１|ﾉﾘﾄﾞ児鏡,IZnMf波の(ilIl

Ijl;－，２）小ﾘ,11111:秘I1fil)ii後のlllli像診1W｢’３）1111道

１１<ﾘ1ﾐﾘIiiのlI11il蝋,修１１Ｍ；小ﾘ,11におけるMRC】)のIli,M》i〈

的怠鍵，４）lI1Ii像I惨IWrにj1kづいた小ﾘ,L泌|ｲﾐ勝り炎

juAにおけるFillii適応の決定，についてI1XI）’二げ

させて｢〔〔いた

その｣'１１｢I]について筒ｌｌｉに述べさせて｢[【くと，

1）のテーマに１１Mしては，鎖''１:の１１↓if↑術の際に，

lllll1lにプルスルーする11脚;をI|[1111.1,]i約筋Ｉｌﾄﾞの''’

心に〕u]すことができるかを，術'１１|ﾉﾘi(11鏡,超rf波

をliji川することによってそのh111Ijliについて述

べてI【!いた．小児外科腿にとっては，プルスルー

する１Ｍj符をlⅡ''''１に１１[ｌ１ｌｌＩｉ１１約筋|脈の'''心に池すか

はﾉＭｉのテーマであり，今'''１．術'''１ﾉﾘﾄ1,1錠超i`ｆ

波を''1Ｗでﾄﾞﾉ)めてIijI11]した|州処と〕lMIi1をi洲１１に

述べて|｢【iくことにより，解ＮＩＩ学的に||['''1&'１約筋

'１ﾄﾞを)'１１解できるよう」'[IノミｌｌＵ〔学小りしﾀﾄﾄﾞ:}の,ｌｉ

１ｌ('111iと>Ｍ;に;bllliいした．

２）のテーマにllMしては，近ｲ'三．′|{体１１｢穂liIliの

ｌ１ｆ及は，めざましいものがあり、」創りl′１２作例が

多くＷｌＩｌｉされてきている。しかしながら，illi近

のl111i像診Ilj7の発達とともに，それがどのように

lijlllされているのかは，１１１:脇１１１[iを施↑ルていな

い施段にとって,|と州1のIi1i域である．そこで．小

ﾘ,LlII:鴨械施,没としてﾙ(,Iilj入学に次ぐ経験のあ

る，’'1滴膝「:}人`､):〔小ﾘﾑ外科・秘Ｉｌ１１ｉ外科の水llllｿ|：

－光′１２に，わかりやすく，,膠liIIiliii・秘l11Y後（iIL

lU1)，秘I11Ii後（災'９１）のlllIi像診断の怠錐について

ご'MilrIいた．

３）のテーマに'1Mしては，ＭRCPが杵及してＩｌＬ

１()ｲﾄﾞ近く経過しているが．特に小児ﾘｸﾐ忠ＩｉＩ１城．

11#にI1l1XivMくり1ﾐﾘ,ii、合流)i1L1M｢症については，l111i1U］

的なものとして・iltをhMilLた感があるが，イミ

だ'lM111lI点は多く，今'''１は'１＄に，1111)ii拡り1ﾐﾘiiiにお

けるＭRCPの〕Uj応」ｌ《Ｗについて'１;MjNnffl兎旅

センタータトイ:|の111Ｈ１達ノミ先′IﾐにまとめてIIlくこ

ととした．

４）のテーマにllL1しては。小児泌1'1<器疾幽のな

かでも、先尺|'Ｍ（IiKf｝,i;とI剛)ﾋﾙ|(/W逆流｣兜象につ

いては，Jzi1lii適応について議論の多いところで

ある．特に},&近の医ljiillli勢における，セカンド

オヒニオンの必喫性において１１Aも人切な分岬，

疾！{uであることは周)<１１の1'１:'ﾉﾐであり、それでい

て．あまり小児|耀療従｜'1Ｗに波逃していないと

いうのが現状である．

そこで，今'１１|，このｉ１ｌｌしいテーマについて．

そのジレンマを含め，ｌｌｌｊｉﾉ<`lir大'､)':力|i女》)i院小児

科の金ｒ・成光′|：にＦ術適Iijの決定をいかにし

ているかを述べて]Ⅱくこととした．

今l11lのこの{けり冬を〕、じて，lTilillll,諺'117の発進だ

けでなく、その'111題点や｣ぐだ解決していない'3］

M1ｺﾉ{』についての｣〕,l状をごl:1M解nmき，多くの会jｉ

賭し[Lのｌ１ｆＩ↑,診旅においてお役立てば､|壜,!Lである．
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